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評価された成果 

⚫ カニクイザルへの結核菌感染、CT や血液マーカによる炎症の進行の経時的評価等からなる結核感染モデルの

構築が進められた。今後、米国への臓器移送が行われれば、解析が開始されることが期待される。 

 

課題・改善点 

⚫ 日米共同で感染および非感染のカニクイザル肺サンプルの調製・輸送・質量分析イメージング解析を分担しな

がら相互補完的な研究体制を構築する計画であったが、MTA の締結など輸送体制構築に時間を要し、研究

期間内のサンプルの輸出・輸入が完了しなかった。このため、米国側による解析が開始されず、研究計画の中

核を成す質量分析イメージング解析による空間的メタボロミクス解析データが得られなかった。 

⚫ 米国側研究者のライフイベント事情により双方の研究グループの連携体制が不十分であったが、それを補完す

る代替措置や計画の遅延を取り戻す対策が講じられなかった。 

⚫ 今後は、感染および非感染のカニクイザル肺サンプルを用いた空間的質量分析イメージング解析による免疫代

謝異常の空間的分布と分子機構の解明、研究継続のためのネットワーク維持や後継者育成、結核感染サル

モデルの知的財産確保などが求められる。


